
標記について、下記のとおり提出します。

　

１．事業計画の概要

　　　府立枚岡樟風高等学校　

事業目標

実施課程名

取り組む課題

評価指標

　計画名

２．事業目標及び本年度の取組み

学校経営計画の
中期的目標

（１）共生推進教室でインクルーシブ教育を実践する
　共生推進教室教育の充実を図り、共生推進教室生徒の成長を促すとともに、「ともに学び、ともに育つ」をコンセ
プトに学習活動や部活動、学校行事等においてインクルーシブ教育を実践する。
※生徒向け学校教育自己診断の共生推進に関する肯定感の平均を毎年３ポイント以上上昇させ、
  平成30年度には70％以上の肯定感をめざす。

（Ｒ）本校に共生推進教室が設置されて11年になるが、その間、施設等の学習環境は全く変わっていない。
　　　そこで、総合学科の生徒と共生推進教室の生徒が一斉授業で自らを表現し、ともに高め合うインクル
　　　ーシブ教育の学習環境を構築する。
（Ｐ）総合学科の生徒及び共生推進教室の生徒のコミュニケーション能力や社会性を高めるため、ユニバー
　　　サルデザインの「スーパー・インクルーシブ・ルーム」を創設し、学習環境を整備する。
（Ｄ）「スーパー・インクルーシブ・ルーム」を活用して、プレゼンテーションなど自分を表現する授業を
　　　数多く実践することで相互理解を深め、「ともに学び、ともに育つ」インクルーシブ教育を実践して
　　　いく。また、教職員の特別支援教育に関する専門性の向上を図る。
（Ｃ）「スーパー・インクルーシブ・ルーム」を活用して、総合学科生徒の共生推進教室に関する肯定感を
　　　毎年５％ずつ上昇させるとともに、共生推進教室生徒の一斉授業における理解度を上昇させる。
（Ａ）公開授業や研修等を通じて、大阪発「ともに学び、ともに育つ」インクルーシブ教育の実践を広く発
　　　信し、インクルーシブ教育の充実を図っていく。

 全日制の課程

 生徒の自立支援

 ・総合学科生徒の中退率の減少と卒業率の上昇
 ・生徒向け学校教育自己診断の共生推進に関する項目の肯定感の上昇
 ・共生推進教室生徒アンケートにおけるクラス一斉授業の理解度の上昇
 ・共生推進教室の生徒全員の企業就労

 「ＭＯＶＥ！樟風－インクルーシブ教育システム構築プロジェクト」
　 ～スーパー・インクルーシブ・ルームの創設～

学校経営推進費　評価報告書（２年目）

 ①総合学科生徒の中退率の減少と卒業率の上昇
 ②生徒向け学校教育自己診断の共生推進に関する項目の肯定感の上昇
 ③共生推進教室生徒アンケートにおけるクラス一斉授業の理解度の上昇
 ④共生推進教室の生徒全員の企業就労

※（記号説明）大きく上回った（◎）、上回った（○）、達成できず（△）、実施できず（×）

 ①総合学科生徒の中退率は1.5％（◎）
 ①卒業率は88.8％（Ｈ28は90.4％）（△）
 ②生徒向け学校教育自己診断の共生推進に関する項目の肯定感は62.2％に上昇（Ｈ28は51.8％）（◎）
 ③共生推進教室生徒アンケートにおけるクラス一斉授業の理解度は83.3％（○）
 ④共生推進教室の生徒全員の企業就労は100％（◎）

・プレゼンテーションなど、インクルーシブルームを授業やＨＲで一層活用する。
・インクルーシブルームにおいてユニバーサルデザインの研究授業の実施。
・生徒向け学校教育自己診断の共生推進に関する項目の肯定感を60％台に保つ

次年度に向けて

整備した
設備・物品

取組みの
主担・実施者

本年度の
取組内容

成果の検証方法
と評価指標

自己評価

教頭２名・共生推進コーディネーター

・インクルーシブルームを活用した授業の実践（教科での活用）
・インクルーシブルームを活用したアクティブラーニングの授業実践

共同学習用の机20、椅子40、講義卓セット、スクリーン他インフィル３面、
視覚支援教材（簡易教材提示装置、個人用タブレット３台、ノートパソコン、ブルーレイプレーヤー、
プロジェクター等）、聴覚支援教材（アンプ、スピーカー、マイク等）


